
令和７年度 こども発達センター 

 並行・親子職員評価表（公表） 

  

 

 

 

 

公表：令和８年 ３月 31日 

  国から示された「児童発達支援ガイドライン」に基づき、職員の自己評価を実施しました。

事業所における課題点及び改善すべき点を再度確認し、今後の事業所の運営に活かしていきま

す。 

職員 13人対象 回答 13人  回答率 100％ 

  

チェック項目  は
い 

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い  

い
い
え 

わ
か
ら
な
い 

 

改善目標、工夫していること 

環

境 

・

体

制

整

備 

①  
利用定員が指導訓練室等スペー

スとの関係で適切であるか  
13 ０ ０  ０ 

・パーテーションがある事で部屋の調整ができる

ので、必要に応じてそれを生かしスペースを調

整し使用しました。 

・活発な動きのあるグループの際は、スペースと

しては使いにくくなる場合もあり、工夫が必要

となっています。 

②  職員の配置数は適切であるか  11  １  １ ０ 

・国基準の、利用児８名に対して、職員２名とい

う体制は、十分な支援に至り切れない場合があ

るため、特に並行通園において職員体制を 8 名

に対して職員３名の配置をしています。 

③  

事業所の設備等について、利用

児にあった配慮が適切になされ

ているか 

12  １ ０ ０ 

・トイレについて、並行通園のこどもたちには、

個室トイレが必要でありますが、施設によって

はその環境が整っておりません。衝立を用意す

る等できうる配慮をして対応しております。 

業

務

改

善 

④  

業務改善を進めるための PDCA 

サイクル（目標設定と振り返

り）に、広く職員が参画してい

るか  

９ １ ０ ３ 

・支援後はカンファレンスを実施していますが、

その内容をより検討することでさらに改善をし

ていけると考えています。 

⑤  

保護者等向け評価表を活用する

等によりアンケート調査を実施

して保護者等の意向等を把握

し、業務改善につなげているか  

12 ０ ０ １ 

・アンケートを元に、活動内容の検討を行ってい

ます。意見を聞いて見直しを行いながら、次年

度の療育に活かしていきます。 

⑥  

この自己評価の結果を事業所の

会報やホームページ等で公開し

ているか  

９ １ ０ ３ 

・ホームページで公表しております。 

⑦  

第三者による外部評価を行い、

評価結果を業務改善につなげて

いるか  

２ ０ ７ ４ 

・権利擁護の観点でのみ実施しています。 

⑧  

職員の資質の向上を行うため

に、研修の機会を確保している

か  

12 ０ ０ ０ 

・毎月の職員研修及び、外部への指定研修を通し

て、資質向上に努めています。 

適

切

な

支

援

の

⑨  

アセスメントを適切に行い、こ

どもと保護者のニーズや課題を

客観的に分析した上で、個別支

援計画を作成しているか  

11 ０ ０ １ 

 

⑩  

こどもの適応行動の状況を図る

ために、標準化されたアセスメ

ントツールを使用しているか  
９ ０ １ ３ 

・アセスメントシートを用いておりますが、その

内容のふりかえりをし、必要に応じて内容検討

をしていく必要があればしていきたいと考えて

おります。 



提

供 
⑪  

活動プログラムの立案をチーム

で行っているか  
11 １ ０ １ 

・グループ療育であるため、グループの職員のチ

ームで立案をしています。 

⑫  

活動プログラムが固定化しない

よう工夫しているか  12 １ ０ ０ 

・こどもに要したい経験を、活動の振り返りをも

とに、柔軟に変化させていくことを行っており

ます。 

⑬  
個別支計画に沿った支援が行わ

れているか 12 ０ ０  １ 
 

⑭  

こどもの状況に応じて、個別活

動と集団活動を適宜組み合わせ

て個別支援計画を作成している

か  

10  １  ０  ２  

・基本は小集団療育を行っていますが、個々に必

要な配慮はできうる範囲で行っています。 

⑮  

支援開始前には職員間で必ず打

合せをし、その日行われる支援

の内容や役割分担について確認

しているか  

12  １  ０  ０ 

・職員間での打ち合わせを行い、運行の流れ、役

割分担、こどもへの関わり方等を共有してから

支援を開始しています。 

⑯  

支援終了後には、職員間で必ず

打合せをし、その日行われた支

援の振り返りを行い､気付いた点

等を共有しているか  

13   ０ ０ ０ 

・支援終了後の振り返りは、こどもに今後どのよ

うな支援をしていくかを考える大切な時間なの

で、確保しています。 

⑰  

日々の支援に関して正しく記録

をとることを徹底し、支援の検

証・改善につなげているか  

12  １  ０  ０ 

・記録をし、目標に対しての振り返りをし、sp 霊

前の様子照らしあわせながら、支援の改善点等

を検討しています。 

 

⑱  

定期的にモニタリングを行い、

個別支援計画の見直しの必要性

を判断しているか  

10  １  １  １  

・最低限半年に 1 度の見直しを行っています。 

⑲  

ガイドラインの総則の基本活動

を複数組み合わせて支援を行っ

ているか  

10  １  ０  ２  

 

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

⑳  

障害児相談支援事業所のサービ

ス担当者会議にそのこどもの状

況に精通した最もふさわしい者

が参画しているか  

７  ２  １  ３  

・セルフプランも多い地域事情があるため、全て

におけるサービス担当者会議の実施が出来てい

るわけではありません。必要な場合、関係機関

と調整し、会議を開催しています。 

㉑  

母子保健やこども・子育て支援

等の関係者や関係機関と連携し

た支援を行っているか  
12  ０  ０  １ 

・必要な連携は取っています。ただし、支援の連

携に至っていない場合も少ないですがありま

す。利用に至る前からの連携が丁寧に必要なた

め、実施していきます。 

㉒  

医療的ケアが必要なこどもを受

け入れる場合は、こどもの主治

医等と連絡体制を整えているか  

８  １  １  ３  

・現在は対象児がいない施設もあります。医療的

ケア対象児がいる場合は保護者を通じ、主治医

との連携を行っております。 

㉓  

保育所や幼稚園、認定こども

園、児童発達支援事業所等との

間で移行に向けた支援内容の情

報共有と相互理解に努めている

か  

12  ０  ０  １  

・親子通園に通うお子さんについては、申し送り

の会を開き、就園する園との連携を図ってお

り、また就学においては、必要に応じて、園と

連携をとりながら進めています。 

㉔ 

小学校や特別支援学校（小学

部）との間で、移行に向けた支

援内容等の情報共有と相互理解

を図っているか 

12   ０ １  ０  

・利用されているお子さんの在籍園が中心となり

就学支援や移行支援を行っています。園、保護

者との情報共有をしながら必要なサポートをし

ています。 

㉕  

他の児童発達支援センターや発

達障害者支援センター等の専門

機関と連携し、助言や研修を受

けているか  

８  ２  ０  ３ 

・代表者がそれぞれの研修を受講し、そこでの学

びを職員全体に伝達しております。 



連

携 
㉖  

（自立支援）協議会の乳幼児部

会等へ積極的に参加しているか  
11   ０ ０  ２  

・実施されている部会に所長が参加しています。 

㉗  

日頃からこどもの状況を保護者

と伝え合い、こどもの発達の状

況や課題について共通理解を持

っているか  

13   ０ ０  ０  

・保護者と話す時間を設け、その時間に保護者と

あらわれの振り返り等を通して、こどもの状況

や課題について共有しています。 

㉘  

保護者の対応力の向上を図る観

点から、保護者に対してペアレ

ント･トレーニング等の支援を行

っているか  

12   ０ ０  １ 

・ペアレント・プログラムについてシリーズとし

ての実施はしていませんが、その視点での研修

機会は設けています。 

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等 

㉙  

運営規程､支援の内容､利用者負

担等について丁寧な説明を行っ

ているか  

11   ０ ０  ２ 

・利用前の見学や、契約時に説明をしています。 

㉚  

保護者からの子育ての悩み等に

対する相談に適切に応じ、必要

な助言と支援を行っているか  

13  ０ ０  ０  

・保護者との話の時間で、子育ての悩みや園での

姿、進路等についての相談に応じています。 

㉛  

座談会の開催や保護者が交流し

あう場を設けることで、保護者

同士の連携を支援しているか 

11  １  ０  １  

・座談会を設け、保護者が話しやすい雰囲気を作

り、保護者同士が情報共有や、悩みを言い合え

る場を作っています。 

 

㉜  

こどもや保護者からの苦情に対

して、対応する体制を整備する

とともに、こどもや保護者に周

知し、苦情があった場合に迅速

かつ適切に対応しているか 

12  ０  ０  １  

・今年度は苦情はございませんでしたが、対応す

る体制は整っており、重要事項説明において説

明をしております。 

 

㉝  

定期的に園便りや活動予定、連

絡体制等の情報をこどもや保護

者に対してホームページ等を活

用して発信しているか  

12   ０ ０  １  

・園便り、活動予定を配布し、また園の情報をホ

ームページで公開しております。 

 
㉞  個人情報に十分注意しているか  13  ０  ０  ０  

・外部機関に情報共有する場合、保護者にその都

度確認をしております。 

㉟  

障がいのあるこどもや保護者と

の意思の疎通や情報伝達のため

の配慮をしているか  

13  ０  ０  ０  

 

非

常

時

等

の

対

応 

㊱  

防災マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアルを策

定し、職員や保護者に周知して

いるか  

12  ０  ０  １  

・各マニュアルを整備しております。周知におい 

ては、保護者に十分でない面もあるかもしれ 

ず、今後しっかりと実施していきます。 

㊲  

非常災害の発生に備え定期的に

避難、救出その他必要な訓練を

行っているか  

13    ０ ０  ０  

・各グループ訓練をし、非常時の対応を理解して

いただく機会を設けています。 

㊳  

虐待を防止するため、職員の研

修機会を確保する等、適切な対

応をしているか  

11    １ ０  １  

・組合全体での研修において虐待防止研修を実施

したり、権利擁護委員会でのチェックリストの

自己点検等を通して、対応しています。 

㊴  

事前に、予防接種やてんかん発

作等のこどもの状況を確認して

いるか 

13   ０  ０  ０  

・アセスメントの機会や、普段の保護者との話の

機会において、確認しています。 

㊵  
ヒヤリハットを毎月確認して、

事業所内で共有しているか  
13   ０ ０  ０  

・ヒヤリハットがあった際は、迅速に職員間で共

有し、対策を検討しています。 

 

㊶ 

どのような場合にやむを得ず身

体拘束を行うかについて、組織

的に決定し、こどもや保護者に

事前に十分説明し了解を得た上

７  １  ２  ３  

 



で、個別支援計画に記載してい

るか 

 


